
〔史
料
紹
介
〕

は
じ
め
に

慶
安
元
年
(

二
八
四
<
)
十

l
月
成
立
の

｢津
軽
領
分
大
道
小
道
磯
辺
路
井
船
路
之
帳
｣
(函
館
市
中
央
図
書
館
蔵
)

福

井

敏

隆

こ
の
史
料
は
標
記
の
様
に
函
館
市
中
央
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
で
､
縦
≡

十
二

･
四

Ⅷ
､
横
二
十
三

･
四

皿
､
外
表
紙
と
も
四
十
丁
で
あ
る
｡
但
し
､
無
題
の

外
表
紙
は
､
同
館
で
別
に
本
体
の
前
後
に
つ
け
た
も
の
ら
し
い
｡
同
館
が
所
蔵
し
て

い
る
理
由
は
､
前
身
の
市
立
函
館
図
書
館
が
昭
和
十
三
年
六
月
十
三
日
に
松
野
武
雄

氏

(弘
前
市
の
松
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
主
宰
し
て
い
た
)
か
ら
､
七
円
で
購
入
し
た

た
め
で
あ
る
｡
そ
の
旨
が
後
の
外
表
紙
の
内
側
に
銘
記
し
て
あ
る
｡
松
野
氏
が
こ
の

史
料
を
入
手
し
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
｡
今
年
三
月
に
行
っ
た

『
新
青
森
市
史
』
宿

纂
の
史
料
調
査
中
に
､
近
世
部
会
長
の
長
谷
川
成

一
氏

(弘
前
大
学
人
文
学
部

･
大

学
院
地
域
社
会
研
究
科
教
授
)
と
青
森
市
史
編
さ
ん
室
の
工
藤
大
輔
氏
が
こ
の
史
料

の
存
在
に
気
づ
か
れ
た
O
同
館
の
目
録
で
は
厳
粛
元
年

(
1
八
六
五
)
の
も
の
と
な

っ
て
い
た
た
め
､
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
｡
両
氏
か
ら
こ
の
史
料
の
存
荏

を
教
示
さ
れ
る
と
と
も
に
'
史
料
を
取
り
込
ん
だ
c
D
に
よ
っ
て
内
容
を
確
認
で
き

た
の
で
､
こ
こ
に
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
｡
御
両
者
の
学
恩
に
深
く
感
謝
す
る
と
共

に
､
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
｡

紹
介
者
は
か
つ
て

『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』
第
七
十
五
号

(昭
和
五
十
八
年
三
月

三
十
日
発
行
)
に
お
い
て
､
『
慶
安
二
年
二
月
成
立
の

｢津
軽
領
分
大
道
小
道
磯
辺

路
船
路
之
帳
｣
』
と
題
し
た

[史
料
紹
介
]
を
行

っ
た
｡
現
在
こ
の
史
料

(以
下

｢二
年
の
史
料
｣
と
略
記
す
る
)
は
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
の
八
木
橋
文
庫
蔵
と
な

っ
て
お
り
閲
覧
で
き
る
が
､
今
回
紹
介
す
る
函
館
市
中
央
図
書
館
の
も
の

(以
下

｢元
年
の
史
料
｣
と
略
記
す
る
)
は
､
｢二
年
の
史
料
｣
よ
り
成
立
が
三
カ
月
早
く
､

記
述
内
容
に
違
い
が
あ
る
こ
と
や
､
内
容
を
見
せ
消
ち
し
た
部
分
が
あ
る
等
､
史
料

紹
介
を
す
る
価
値
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
｡
ま
た
､
昨
年
､
柏
書
房
か
ら
国
絵
図
研

究
会
編
に
よ
る

『
国
絵
図
の
世
界
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
､
国
絵
図
の
添
献
上
物
の
一

みち
のち
ょう

つ
で
あ
る

｢道

帳
｣
(例
え
ば
こ
れ
ら

｢元
年
の
史
料
｣
｢二
年
の
史
料
｣)
に
つ

い
て
は
､
史
料
と
し
て
あ
ま
り
残
存
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
､
言
及
さ
れ
て
い

る
場
合
が
多
く
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
の
で
､
こ
の
紹
介
が
国
絵
図
研
究
の
一

助
に
な
れ
ば
と
も
思
っ
て
い
る
｡

ま
た
､
紹
介
者
は
盛
岡
藩
領
に
つ
い
て
も

『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』
第
七
十
八
号

(昭
和
六
十
年
三
月
二
十
日
発
行
)
に
お
い
て

『
慶
安
二
年
八
月
五
日
成
立
の

｢大

道
筋

(奥
州
之
内
南
部
領
海
陸
道
規
帳
)
｣』
と
題
し
た

[史
料
紹
介
]
(以
下

｢盛
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岡
藩
の
史
料
紹
介
｣
と
略
記
す
る
)
を
行

っ
て
お
り
､
そ
の
中
で

｢道
帳
｣
に
つ
い

て
の
考
察
を
し
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
｡

そ
れ
で
は
､
｢元
年
の
史
料
｣
と

｢
二
年
の
史
料
｣
に
つ
い
て
違
い
を
列
記
し
､

若
干
の
考
察
を
し
て
み
た
い
｡
紙
幅
の
都
合
で
両
者
の
違
い
を
併
記
し
て
対
比
で
き

な
い
点
は
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
｡

(-
)
先
ず
大
道
筋
の
と
ら
え
方
が
違

っ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
O
｢元
年
の

史
料
｣
で
は
､
大
道
筋
は
秋
田
境
堂

～
深
浦

～
鯵
ヶ
沢

～
弘
前

～
大
鰐

～
碇

ヶ
関

～

境
目
峠

(矢
立
峠
の
こ
と
)
ま
で
と
､
弘
前

～
藤
崎

～
浪
岡

～
油
川

～
青
森

～
浅
虫

～
小
湊

～
狩
場
沢

～
弐
本
ま
だ
境
目
払
川
ま
で
の
二
本
で
あ
る
｡

一
方
､
｢
二
年
の

史
料
｣
で
は
'
(秋
田
)
境
之
明
神
堂
か
ら
弘
前
居
城

(同
史
料
で
は
居
城
が
付

く
)
ま
で
は
同
じ
で
あ
る
が
､
そ
の
後
こ
の
道
筋
は
藤
崎

～
浪
岡

～
油
川

～
青
森

～

浅
虫

～
小
湊

～
狩
場
沢

～
弐
本
ま
だ
境
目
払
川
ま
で
続
き

一
本
と
す
る
｡
次
い
で
弘

前

～
大
鰐

～
碇

ヶ
関

～
秋
田
領
境
目
杉
峠

(矢
立
峠
の
こ
と
)
ま
で
を

一
本
と
す
る
｡

｢元
年
の
史
料
｣
で
は
大
道
が
秋
田
領

へ
戻
る
も
の
と
､
盛
岡
領

へ
伸
び
る
も
の
と

で
二
本
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
､
｢二
年
の
史
料
｣
で
は
､
秋
田
領
か
ら
の
大
道

は
弘
前
城
下
を
経
由
し
て
盛
岡
領

へ
繋
が
る
も
の
を

一
本
､
弘
前
城
下
と
秋
田
領
を

結
ぶ
も
の
を

一
本
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
､
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
｡
大
道
を
江

戸
と
各
藩
を
結
ぶ
幹
線
道
路
と
考
え
る
と
､
｢二
年
の
史
料
｣
の
方
が
大
道
の
連
続

性
を
重
視
し
た
記
載
に
な

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
｡
｢二
年
の
史
料
｣
で
は
冒
頭
に

こ
の
二
本
の
大
道
の
道
筋
説
明
が
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
｡

(2
)
｢元
年
の
史
料
｣
は
大
道
の
記
載
の
あ
と
に

｢山
道
井
小
道
｣
の
記
載
が

続
く
の
に
対
し
て
､
｢二
年
の
史
料
｣
は

｢小
道
井
脇
道
｣
の
記
載
が
続
く
｡
山
道

は
大
間
越
か
ら
銀
山
ま
で
の

一
本
し
か
記
載
が
無
く
､
｢
二
年
の
史
料
｣
で
は
こ
の

道
は
脇
道
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
､
山
道
の
記
載
は
全
く
な
い
｡
ま
た
､
小
道
と
脇

道
が
両
史
料
で
は
ほ
と
ん
ど
逆
で
あ
り
､
道
の
格
付
け

･
と
ら
え
方
に
変
化
が
あ

っ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
｡
大
道
か
ら
分
岐
し
て
伸
び
る
道
が
小
道
と
し
て
扱
わ
れ
､

大
道

･
小
道

･
脇
道
と
い
う
格
付
け
が

｢二
年
の
史
料
｣
で
確
定
し
た
よ
う
で
あ
る
｡

(3
)
｢磯
辺
路
｣
の
記
載
が
両
史
料
で
は
大
き
く
違
う
｡
｢元
年
の
史
料
｣
は
文

字
通
り
津
軽
領
の
海
岸
線
を
通
る
道
を
磯
辺
路
と
し
て
お
り
､
境
堂

～
鯵
ヶ
沢

～
小

泊

～
竜
飛
崎

～
今
別

～
蓬
田
～
油
川

～
野
内

～
浅
虫

～
狩
場
沢
南
部
境
弐
本
ま
だ
壁

川
ま
で
を

一
本
の
道
と
し
て
扱

っ
て
い
る
｡
こ
れ
に
対
し
て

｢二
年
の
史
料
｣
は
鯵

ヶ
沢
之
内
舞
戸
村
大
道
か
ら
津
軽
半
島
の
海
岸
線
を
経
由
し
油
川
ま
で
到
達
す
る
道

の
み
を
磯
辺
路
と
し
て
扱

っ
て
い
る
｡
境
堂

～
鯵
ヶ
沢
間
と
油
川

～
狩
場
沢
南
部
境

弐
本
ま
だ
境
川
間
は
大
道
筋
で
あ
る
た
め
は
ず
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
｡

こ
こ
に
､

｢道
帳
｣
の
大
道
筋
優
先
の
記
載
方
針
が
見
て
取
れ
る
｡
ま
た
､
｢元
年
の
史
料
｣

で
は
､
油
川

～
蓬
田
'
蓬
田
～
野
田
､
野
田
～
今
別
'
今
別

～
竜
飛
崎
が
脇
道
と
し

て
別
に
記
載
も
さ
れ
て
お
り
'
重
複
し
て
い
る
｡

(4
)
｢
二
年
の
史
料
｣
に
は
西
根
小
道

･
東
根
小
道

･
下
ノ
切
小
道
の
特
定
名

称
を
付
け
た
小
道
が
三
本
あ
る
が
､
｢元
年
の
史
料
｣
に
は
東
根
道
と
い
う
名
称
し

か
見
え
な
い
｡
西
根
小
道
は
弘
前

～
高
屋

～
葛
原

～
百
沢

～
鼻
之
湯
本
ま
で
の
百
沢

にゆう
い

街
道
｡
東
根
小
道
は
大
鰐
剣
ケ
鼻
大
道

～
乳
井

～
大
光
寺

～
黒
石

～
高
舘

～
波
岡
ま

い
いづ
め

で
の
乳
井
街
道
｡
下
ノ
切
小
道
は
下
十
川
大
道

～
芳
野
田
～
原
子

～
神
山

～
飯
詰

～

金
木

～
中
里

～
薄
市

～
太
田
～
相
内

～
十
三
浜
磯
辺
路
ま
で
の
下
之
切
通
り
で
あ
る
｡

何
故
､
こ
れ
ら
の
三
本
だ
け
が
特
定
名
称
が
付
け
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
｡
し

か
し
､
青
森
県
立
郷
土
館
蔵
の

｢正
保
国
絵
図
写
｣
で
あ
る

｢陸
奥
国
津
軽
郡
之
絵

図
｣
(貞
享
二
年
に

｢正
保
国
絵
図
｣
の
控
を
写
し
た
旨
の
端
裏
書
が
あ
る
)
を
み
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る
と
､
東
根
小
道
と
下
ノ
切
小
道
に
は

一
里
塚
を
表
す
黒
点
が
み
え
､
同
じ
小
道
で

も
街
道
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
｡
同
絵
図
で
は
他
に

1
里

塚
の
記
載
が
見
え
る
の
は
大
道
筋
と
磯
辺
路
の
み
で
あ
る
｡
西
根
小
道
に

一
里
塚
を

表
す
黒
点
が
な
い
理
由
は
不
明
で
あ
る
｡
な
お
､
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
の

｢慶

安
の
御
郡
中
絵
図
｣
に
も
西
根
小
道
に
は

一
里
塚
を
表
す
黒
点
は
な
い
｡
但
し
､

｢盛
岡
藩
の
史
料
紹
介
｣
の
中
で
触
れ
て
い
る
よ
う
に
､
｢正
保
国
絵
図
｣
の
調
進

規
定
に
よ
れ
ば
､

l
里
山

(
1
里
塚
の
こ
と
)
は
な
く
て
も
三
六
町
=

l
里
で

l
里

山
を
記
す
よ
う
に
と
い
う
規
定
が
あ
り
､

一
里
塚
を
表
す
黒
点
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
実
際
に

一
里
塚
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
､
こ
の
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
｡

(5
)
道
に
関
す
る
事
で
は
な
い
が
､
｢元
年
の
史
料
｣
に
は
古
城
の
記
載
が
全

く
見
ら
れ
な
い
｡
｢
二
年
の
史
料
｣
に
は
､
深
浦
古
城

･
鯵
ヶ
沢
古
城

･
藤
崎
古
城

･
堀
越
古
城

･
八
幡
古
城

(大
浦
城
の
こ
と
)
･
大
光
寺
古
城
の
六
古
城
に
つ
い
て
､

当
時
の
状
況
が
記
載
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
点
は
､
弘
前
藩
が
自
発
的
に
記
録
し
た
も

の
と
は
考
え
に
く
く
､
幕
命
に
よ
り

｢道
帳
｣
に
記
載
を
求
め
ら
れ
た
た
め
追
記
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
｢道
帳
｣
の
作
製
は
明
ら
か
に
幕
府
の
意
向

で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
｡
｢盛
岡
藩
の
史
料
紹
介
｣
の
中
で
は
､
こ
れ
ら

古
城
の
記
載
は
慶
安
二
年

(
一
六
四
九
)
初
頭
に
幕
府
か
ら
求
め
ら
れ
た
も
の
と
推

測
し
た
が
､
こ
こ
で
､
そ
の
時
期
を
同
元
年

(
一
六
四
八
)
末
に
訂
正
し
て
お
く
｡

(
6
)
｢元
年
の
史
料
｣
に
は
見
せ
消
ち
の
部
分
が
見
ら
れ
る
｡
脇
道
と
あ
る
石

川
大
道
か
ら
三
日
内
村
迄
の
部
分
に
､
三
日
内
よ
り
苦
木
村
迄
の
道
程
を
付
け
加
え

た
も
の
を
見
せ
消
ち
し
て
い
る
｡
地
理
的
に
全
く
の
間
違
い
に
気
が
付
い
た
た
め
で

い
つ
ち

あ
ろ
う
｡
こ
の
後
の
川
渡
し
の
説
明
で
､
同
川

(三
日
内
川
)
の
居
士
渡
し
を
見
せ

消
ち
し
て
い
る
が
､
｢二
年
の
史
料
｣
で
は
こ
の
部
分
は
復
活
し
て
い
る
｡
次
い
で
､

脇
道
の
油
川
か
ら
蓬
田
村
ま
で
の
部
分
が
見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
書
く
場

所
を
間
違
え
た
た
め
と
思
わ
れ
る
｡
磯
辺
路
の
記
載
の
中
で
､
逆
ル
ー
ト
の
蓬
田
～

(俵
)

油
川
間
は
出
て
く
る
｡
ま
た
､
脇
道
の
藤
崎
か
ら
表

舛

～
夕
顔
関

～
原
子
の
部
分
と

藤
崎

～
林
崎

～
横
沢
～
瀬
良
沢
～
十
川
橋
の
部
分
が
見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の

二
つ
の
道
筋
は
何
故
か
現
在
の
平
内
町
と
青
森
市
の
間
の
脇
道
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
､
書
く
場
所
を
間
違
え
た
も
の
で
あ
る
｡
た
だ
､
見
せ
消
ち
し
た
藤
崎
～

林
崎

～
横
沢
の
部
分
と
横
沢
～
瀬
良
沢

～
十
川
橋
の
部
分
の
間
は
繋
が
っ
て
お
ら
ず
'

帳
綴
じ
の
面
で
は
､
こ
の
間
に
油
川
～
蓬
田
､
蓬
田
～
野
田
､
野
田
～
今
別
､
今
別

(俵)

～
竜
飛
崎
､
見
せ
消
ち
し
た
藤
崎

～
表

舛
～
夕
顔
関

～
原
子
､
藤
崎

～
林
崎

～
横
釈

～
瀬
良
沢
の
道
筋
を
書
い
た
部
分
が
入
っ
て
い
る
｡
こ
の
点
は
帳
綴
じ
の
際
の
間
逮

い
か
､
外
表
紙
を
着
け
た
時
に
間
違

っ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
｡

｢
二
年
の
史
料
｣
で
は
前
述
し
た
西
根
小
道
と
表
記
さ
れ
る
道
筋
で
､
｢元
年
の

史
料
｣
の
方
で
は

｢よ
｣
に

(○
)
を
付
け
､
｢り
赫
之
湯
迄
｣
に
傍
線
を
引
い
て

い
る
部
分
が
あ
る
が
､
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
｡

(7
)
｢元
年
の
史
料
｣
は
江
戸
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
｢
二
年
の
史
料
｣

の
表
紙
に
は
､
二
月
に
で
き
て
吉
太
夫
が
江
戸

へ
持
参
し
た
旨
の
注
記
が
あ
る
の
で
､

江
戸
か
ら
送
ら
れ
た

｢元
年
の
史
料
｣
を
訂
正
し
た
も
の
が

｢二
年
の
史
料
｣
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
｡
｢二
年
の
史
料
｣
は
内
容
が
そ
の
分
詳
細
に
な
っ
て
お
り
､
古
城
､

川
や
坂
､
道
筋
の
左
右
の
景
観
等
の
記
載
も
増
え
情
報
量
は
格
段
に
多
く
な

っ
た
｡

た
だ
､
慶
安
元
年
十

一
月
か
ら
同
二
年
二
月
と
い
う
冬
期
間
の
三
ケ
月
で
の
訂
正
で

あ

っ
た
た
め
か
実
地
測
量
な
ど
は
望
む
べ
く
も
な
く
､
距
離
の
訂
正
は
ほ
と
ん
ど
な

い
｡
し
か
し
､
半
里
と
い
う
表
現
は

｢二
年
の
史
料
｣
で
は
全
て
拾
八
町
と
表
記
さ

れ
て
い
る
｡
以
上
､
両
史
料
の
比
較
と
簡
単
な
考
察
を
し
て
み
た
｡
ご
叱
正
､
ご
批
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判
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
｡

ま
た
､
｢元
年
の
史
料
｣
の
表
記
に
あ
た

っ
て
は
､
以
下
の
凡
例
に
よ
っ
た
｡

一
､
本
文
に
読
点
は

一
切
な
い
が
､
紹
介
者
の
判
断
に
よ
り
適
宜
付
し
た
｡

1
､
表
記
の
乱
れ
に
つ
い
て
は
最
初
の
部
分
に
注
記
を
付
け
た
｡
記
述
漏
れ
も
補

っ

た
｡

一
､

一
部
､
現
在
地
比
定
を
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
｡
比
定
地
が
不
明
の
所
は
(

マ

マ
)
を
付
け
た
｡

二

見
せ
消
ち
､
傍
線
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
｡
※
の
部
分
は
本
来
の
続
き
具
合
を
表

し
た
も
の
で
あ
る
｡

大
道
筋

秋
田
境

一
､
境
堂
よ
り
大
間
越
迄
弐
里

此
内
川
弐
ツ

払
川
弘
さ
壱
間
､
深
さ
七
寸
､
歩
渡
り
､

伊
良
川
弘
さ
四
間
､
深
さ
二
尺
､
同
､

坂
三
ツ

杢
連
師
坂
下
り
壱
町
三
拾
間
'

小
間
越
坂
上
り
壱
町
四
間
､
下
り
弐
町
四
拾
間
､

大
間
越
坂
上
り
弐
町
三
拾
間
､
下
り
弐
町
四
拾
間
､

(表
紙
)

一
､
大
間
越
よ
り
岩
崎
迄
三
里
拾
七
町

此
内
川
四
ツ

津
梅
川
弘
さ
拾
壱
間
､
深
さ
壱
尺
五
寸
､
歩
渡
り
､

白
神
川
弘
さ
四
間
､
深
さ
壱
尺
五
寸
､
同
､

黒
崎
川
弘
さ
拾
弐
間
､
深
さ
五
寸
､
同
､

(411悦
､以
下同
)

佐
々
内
川
弘
さ
拾
七
間
､
深

壱

尺

五

寸
､
同
､

坂
壱
ツ

森
山
坂
上
り
壱
町
弐
拾
五
間
､
下
り
壱
町
弐
拾
間
､

一
､
岩
崎
よ
り
深
浦
迄
弐
里
､
皆
山
坂
､
但
中
山
越

一
､
深
浦
よ
り
追
良
瀬
迄
弐
里

此
内
川
三
ツ

深
浦
川
弘
さ
拾
壱
間
､
深
さ
弐
尺
､
歩
渡
り
､

広
戸
川
弘
さ
壱
間
､
深
さ
弐
寸
､
同
､

追
良
瀬
川
弘
さ
三
拾
四
間
､
深
壱
尺
八
寸
､
(同
脱
)

坂
弐
ツ

安
妻
居
坂
下
り
弐
拾
八
間
､

雪
屋
崎
坂
此
間
半
里
､
皆
山
坂
､

一
､
追
良
瀬
よ
り
金
井
ケ
沢
迄
四
里
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此
内
川
壱
ツ

坂
三
ツ

(
マ

マ

以
下
同
)

風
合
瀬
河

弘

さ

四

間
､
深
さ
五
寸
､
歩
渡
り
､

鳥
井
崎
坂
此
間
八
町
､
皆
山
坂
､

か
い
ら
き
坂
此
間
十
四
町
拾
五
間
､
皆
山
坂
､

馬
坂
上
り
弐
拾
間
､
下
り
三
拾
五
間
､
此
間
皆
山
､

一
､
金
井
ケ
沢
よ
り
赤
石
迄
弐
里

此
内
川
弐
ツ

大
道
子
川
弘
さ
八
間
､
深
さ
弐
尺
玉
寸
､
歩
渡
り
'

赤
石
川
弘
さ
弐
拾
間
､
深
三
尺
玉
寸
､
船
渡
り
､

一
､
赤
石
よ
り
鯵

ヶ
沢
迄
壱
里

一
'
鯵

ヶ
沢
よ
り
十
腰
内
迄
三
里
､
皆
野
山

此
内
川
弐
ツ

中
村
川
弘
さ
弐
拾
九
間
､
深
さ
三
尺
､
橋
有
､

浮
田
川
弘
さ
四
間
､
深
さ
四
尺
玉
寸
､
橋
有
､

一
､
十
腰
内
よ
り
高
杉
迄
三
里
'
皆
野
山

一
､
高
杉
よ
り
弘
前
迄
壱
里
半

(さ
悦

以
下
同
)

此
内
川
参
ツ

岩
木
河
枝
川
弘

四

拾

五

間
'
深
さ
弐
尺
玉
寸
､
歩
渡
り
､

岩
木
川
弘
さ
弐
拾
壱
間
'
深
三
尋
､
橋
有
､

土
捌
川
弘
さ
拾
弐
間
､
深
さ
壱
尺
玉
寸
'
橋
有
､

1
㌧
弘
前
よ
り
堀
越
迄
壱
里

此
内
川
壱
ツ

門
家
川
弘
さ
六
間
､
深
さ
壱
尺
､
歩
渡
り
､

一
､
堀
越
よ
り
大
鰐
迄
壱
里

(し
脱

以
下
同
)

此
内
川

一
ツ

平
賀
川
石
河

渡

､

弘

廿

五
間
､
深
さ
三
尺
'
歩
渡
り
､

坂
壱
ツ

剣
ケ
鼻
坂
上
り
弐
町
廿
四
間
､
下
り
弐
町
､

(ケ
悦
)

二

大
鰐
よ
り
碇

関

迄
弐
里

(り
脱

以
下
同
)

此
内
河
三
ツ

平
賀
川
橋
崎
渡
､
弘
拾
三
間
､
深
弐
尺
､
歩

渡

､

同
川
盤
良
坊
渡
､
弘
廿
八
間
､
深
弐
尺
玉
寸
､
同
､

同
川
中
渡
､
弘
弐
拾
三
間
､
探
壱
尺
玉
寸
､
同
､

(ケ
呪
)

二

碇

関

よ
り
境
目
峠
迄
弐
里

此
内
川
三
ツ

平
賀
川
関
渡
､
弘
拾
六
間
'
深
壱
尺
玉
寸
､
歩
渡
'

津
狩
川
弘
六
間
､
深
さ
壱
尺
'
歩
渡
り
､

平
賀
川
遠
辺
渡
､
弘
拾
壱
間
､
深
さ
八
寸
'
同
､

坂
壱
ツ

境
目
峠
坂
上
り
六
町
弐
拾
四
間
､
是
よ
り
先

ハ
秋
田
領
白
沢

へ

出
ル
､
牛
馬
出
入
自
由
､

南
部
境
目
迄
ノ
大
道

一
､
弘
前
よ
り
藤
崎
迄
壱
里
半

此
内
川
壱
ツ

平
賀
川
黒
石
河
之
落
合
'
藤
崎
渡
'
弘
さ
弐
拾
三
間
､
深
さ
四

(
)呪
)

尺
'
但

船

渡
り
､

(浪

以
下

同)

一
'
藤
崎
よ
り
波

岡

迄

弐
里
半

此
内
川
壱
ツ

十
川
弘
さ
七
間
､
深
壱
丈
壱
尺
､
橋
有
､

一
､
波
岡
よ
り
大
釈
迦
迄
壱
里

此
内
川
壱
ツ

波
岡
河
弘
弐
間
弐
尺
､
深
さ
三
尺
玉
寸
､
橋
有
､

一
､
大
釈
迦
よ
り
新
城
迄
弐
里
拾
町
､
皆
山
坂

此
内
川
三
ツ

大
袋
河
弘
さ
三
間
､
深
さ
三
尺
'
橋
有
､

新
城
河
弘
さ
八
問
､
深
さ
弐
尺
､
橋
有
'

同
川
弘
さ
六
間
'
深
さ
三
尺
､
橋
有
､

5 1

坂
弐
ツ

大
釈
迦
坂
上
り
､
九
拾
弐
間
､

馬
木
之
坂
下
り
百
五
拾
間
'
此
外
何
も
野
山
､



7
㌧
新
城
よ
り
油
川
迄
壱
里

二

油
川
よ
り
青
森
迄
壱
里
九
町

此
内
川
壱
ツ

新
城
川
新
田
渡
'
弘
九
間
､
深
五
尺
､
橋
有
'

一
､
青
森
よ
り
野
内
迄
壱
里
半

此
内
川
弐
ツ

堤
川
弘
五
拾
五
間
'
深
さ
三
尺
'
歩
渡
､
塩
立

ニ
ハ
舟
､

野
内
河
弘
さ
､
廿
六
間
､
深
壱
尺
玉
寸
'
同
､

一
､
野
内
よ
り
浅
虫
迄
壱
里
半

比
内
河
壱
ツ

龍
之
口
川
弘
さ
五
間
､
深
三
尺
､
橋
有
'

坂
弐
ツ

龍
之
口
坂
上
り
五
拾
弐
間
､
下
り
三
拾
六
間
､

∴∴
こ

当
舞
坂
上
り
弐
百
四
拾
間
､
下
り
百
拾
間
'

一
､
浅
虫
よ
り
小
湊
迄
弐
里
九
町
､
但
野
山

一
､
小
湊
よ
り
狩
場
沢
迄
三
里

此
内
河
三
ツ

小
湊
川
弘
さ
五
間
､
深
さ
壱
尺
七
寸
､
歩
渡
り
､

清
水
川
弘
さ
八
間
'
深
さ
壱
尺
弐
寸
､
同
､

堀
指
河
弘
さ
拾
壱
間
､
深
さ
壱
尺
玉
寸
､
同
､

(局

一
､
狩
場
沢
よ
り
弐
本
ま
だ
境
目
払
川
ま
で
四
町
四
拾
間
､
是
よ
り
先

ハ
南
部
領
蒔

門
)
戸

へ
出
ル
､
牛
馬
出
入
自
由
､

右
之
払
川

弘
さ
三
尺
八
寸
､
深
さ
四
寸
､

大
道
筋

〆
四
拾
七
里
半

(ケ
悦
)

内
弐
拾
九
里
半
は
秋
田
境
従
大
間
越
口
同
秋
田
境
碇

関

峠
迄
､

同
拾
八
里

ハ
従
弘
前
南
部
境
目
弐
本
ま
だ
迄
ノ
大
道
､

山
道
井
小
道

山
道

一
､
大
間
越
よ
り
銀
山
迄
弐
里
半
､
比
内
大
難
所
牛
馬
不
通
､
是
よ
り
先

ハ
秋
田
領
､

此
内
川
壱
ツ

津
梅
川
之
上
弘
さ
拾
間
'
深
さ
壱
尺
､
歩
渡
り
､

脇
道

一
､
岩
崎
よ
り
沢
辺
村
迄
半
里
'
沢
辺
よ
り
月
屋
村
迄
壱
里
半
'
月
屋
よ
り
深
浦
迄

壱
里
'
但
大
道

へ
出
ル
､
此
内
山
坂
難
所
､

此
内
川
弐
ツ

月
屋
川
弘
さ
五
間
､
深
さ
六
寸
､
歩
渡
り
､

横
磯
川
弘
さ
三
間
､
深
さ
六
寸
､
歩
渡
り
､

脇
道

l
､
廃
木
浜
中
よ
り
風
合
瀬
村
迄
弐
拾
町
'
風
合
瀬
よ
り
大
船
浜
迄
拾
六
町
'
大
道

へ
出
ル

､

脇
道

(
マ

マ

以
下
同
)

一
､
西
関
よ
り
柳
田
村
迄
拾
弐
町
､
柳
田
よ
り
大
童
子
村

ま

て

拾

五

町
､
是
よ
り
先

ハ

山
､

比
内
河
壱
ツ

大
童
子
川
弘
さ
三
間
'
深
さ
五
寸
､
歩
渡
り
､

脇
道

一
､
赤
石
よ
り
種
里
村
迄
壱
里
廿
壱
町
拾
八
開
､
種
里
よ
り

一
ツ
森
村
迄
壱
町
十
五

間
'
是
よ
り
先
山
､
種
里
よ
り
姥
袋
村
迄
壱
町
五
間
､
姥
袋
よ
り
赤
石

へ
出
ル
此

間

一
里
､

此
内
川
弐
ツ

赤
石
川
之
上

ハ
な
か
渡
弘
廿
間
､
深
三
尺
､
歩
渡
､

同
川
中
渡
弘
さ
廿
間
､
深
さ
弐
尺
玉
寸
'
(同
脱
)

小
道赤

石
之
内
､
橋
原
村
よ
り
小
森
村
ま
で
廿
五
町
､
是
よ
り
先

ハ
山
､
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此
内
川

一
ツ

赤
石
川
小
森
渡
弘
さ
十
八
間
､
深
さ
二
尺
'

脇
道

(
マ

マ

以
下
同
)

1
､
鯵
ヶ
沢
よ
り
中
村
浜
横
沢
ま
で

一リ
､

是

よ

り
先

ハ
山
'

脇
道

一
､
舞
戸
よ
り
十
三
村
迄
六
里

此
内
川
壱
ツ

浮
田
川
弘
さ
六
間
､
深
さ
三
尺
五
寸
､
歩
渡
､

脇
道

一
､
十
三
よ
り
小
泊
村
迄
四
リ

(り
脱

以
下
同
)

此
内
川

一
ツ

十
三
湊
弘
さ
九
十
三
間
､
深
三
尋

一
尺
､
舟
渡

'

坂
二
ツ

(り
脱

以

下同
)

出
山
坂
上
り
肝
六
間
､
下

廿

三

間

､

小
泊
坂
上
り
七
拾
弐
間
､
下
り
三
十
弐
間
､

脇
道

一
､
小
泊
よ
り
た
つ
ひ
崎
迄
四
リ
､
牛
馬
不
通
､
難
所

此
内
川

一
ツ

小
泊
河
弘
さ
六
間
､
深
さ
弐
尺
､

脇
道

一
､
貝
沢
よ
り
野
木
村
迄
什
町
､
野
木
よ
り
桑
木
田
村
迄
半
リ
六
町
､
桑
木
田
よ
り

広
須
村
迄
壱
リ
､
広
須
よ
り
薦
槌
村
迄
壱
里
､
薦
槌
よ
り
牛
潟
村
迄
半
リ
､
牛
潟

よ
り
十
三
浜

へ
出
ル
､
半
リ
､

小
道貝
沢
よ
り
種
市
村
迄
半
U
t
種
市
よ
り
三
世
寺
村
迄
半
リ
､
三
世
寺
よ
り
舟
水

村
迄
廿
八
町
､
大
道

へ
出
ル
､

小
道三

世
寺
よ
り
高
杉
村
迄
拾
五
町
､
高
杉
よ
り
中
別
所
村
迄
半
里
､
中
別
所
よ
り

八
幡
村
迄
弐
拾
七
町
'

小
道宮

舘
よ
り
八
幡
村
迄
拾
五
町
､
八
幡
よ
り
新
岡
村
迄
弐
拾
六
町
三
間
､

坂
壱
ツ

長
坂
上
り
弐
町
､
下
り

一
町
廿
間
'
是
よ
り
先
山
､

脇
道

1
､
弘
前
よ
り
高
屋
村
迄
壱
里
､
高
屋
よ
り
葛
原
村
迄
弐
拾
八
町
､
葛
原
よ
り
百
釈

村
迄

一
里
,
百
沢
(f
Z引
樹
オ
潮
週
弐
里
半
,
此
間
皆
山
坂
,
是
よ
り
先

ハ
山
,

此
内
川
壱
ツ

岩
木
川
駒
越
渡
弘
什
弐
間
'
深
さ
弐
尺
五
寸
､
歩
渡
､

坂
壱
ツ

造
り
坂
上
り
九
拾
大
間
､
下
り
六
拾
間
､

小
道駒

越
よ
り
蒔
苗
村
迄
弐
拾
五
町
､
蒔
苗
よ
り
高
屋
村
迄
拾
三
町
､
高
屋
よ
り
鳥

井
野
村
迄
半
里
､

小
道駒

越
よ
り
鳥
井
野
村
迄

一
里
､
鳥
井
野
村
よ
り
門
前
村
迄
十
弐
町
､

小
道宮

地
よ
り
国
吉
村
ま
で
壱
里
拾
町
､
国
吉
よ
り
桜
庭
村
迄
半
里
､
桜
庭
よ
り
中

畑
村
ま
て
九
町
､
中
畑
よ
り
田
代
村
迄
拾
壱
町
､
田
代
よ
り
村
市
村
迄

一
里
拾

町
､
村
市
よ
り
砂
子
瀬
村
迄
三
拾
弐
町
､
是
迄
牛
馬
通
､
砂
子
瀬
よ
り
川
原
沢

金
山
迄
三
里
､
此
間
牛
馬
不
通
'
大
難
所
､
是
よ
り
先
秋
田
領

へ
ハ
人
馬
不
通
､

但
従
他
領
も
人
か
た
し
､

此
内
川
拾
三

太
秋
川
弘
さ
八
間
､
深
さ
弐
尺
'
橋
有
､

岩
木
川
名
壷
渡
弘
九
間
､
深
さ
三
尺
､
歩
渡
､
高
石
､

同
川
田
尻
渡
弘
さ
廿
弐
間
'
深
三
尺
､
同
'
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坂
五
ツ

同
河

一
之
渡
弘
さ
拾
弐
間
､
深
さ
弐
尺
､
同
､

湯
沢
河
枝
川
弘
拾
五
間
､
深
さ
二
尺
五
寸
､
同
､

岩
木
川
深
渡
弘
さ
什
間
､
深
弐
尺
五
寸
､
同
､

同
河
尾
沢
渡
弘
さ
八
間
､
深
弐
尺
､
同
､

鍋
蔵
渡
枝
川
弘
さ
九
間
､
深
さ

一
尺
､
同
､

澄
河
渡
枝
川
弘
さ
拾
間
､
深
さ

一
尺
六
寸
､
同
､

同
川
之
下
弘
さ
八
間
､
深
さ
壱
尺
五
寸
､
同
､

同
川
之
中
弘
さ
七
間
､
深
さ
壱
尺
三
寸
､
同
､

同
川
之
上
弘
さ
六
間
､
深
さ
壱
尺
､
同
､

同
河
枝
川
弘
さ
三
間
､
深
さ
五
寸
､
同
､

長
坂
上
り
八
十
間
､
下
り
九
拾
弐
間
､

猫
坂
上
り
五
拾
間
､
下
り
百
聞
､

赤
坂
上
り
四
拾
間
､
下
り
四
拾
五
間
､

沼
之
坂
上
り
壱
町
､
下
り
弐
町
四
十
間
､

戸
之
ゑ
ノ
坂
下
り
六
町
廿
間
､

小
道田

代
よ
り
太
秋
村
迄
弐
拾
六
町
十
間
､
皆
山
坂
難
所
､
出
方
な
し
､

此
内
川
壱
ツ

太
秋
河
弘
さ
六
間
'
深
さ
壱
尺
､
歩
渡
り
､

坂
壱
ツ

太
秋
坂
上
り
弐
町
三
拾
間
'
下
り
五
拾
間
'

脇
道

一
､
弘
前
よ
り
上
湯
口
村
ま
で
壱
里
'
上
湯
口
よ
り
水
木
在
家
村
迄
半
里
､
水
木
荏

(tu内
)

家
よ
り
相
馬
村
ま
て
弐
拾
三
町
'
相
馬
よ
り
相

苗

村
ま
て
拾
三
町
､
是
よ
り
先
秋

田
領
境
目
迄
大
難
所
､
人
馬
不
通
､
但
他
領
も
人
か
た
し
､

ItZ
:
)

此
内
川
弐
ツ

相

苗

川
弘
さ
拾
弐
間
､
深
さ
壱
尺
五
寸
､
歩
渡
､

(転
内)

相

苗

川
之
上
弘
さ
拾
壱
間
､
深
さ
三
尺
､
同
､

坂
壱
ツ

唐
内
坂
下
り
五
十
間
､

小
道上

湯
口
よ
り
紙
漉
沢
村
ま
で
廿
五
町
､
紙
漉
沢
よ
り
大
助
村
ま
で
八
町
､
是
よ

り
先
山
､

此
内
川
三
ツ

相
馬
用
紙
漉
沢
渡
弘
十

一
間
'
深
さ
二
尺
五
寸
､
歩
渡
､

相
馬
川
藤
沢
渡
弘
さ
五
間
'
深
さ
二
尺
五
寸
'
同
'

相
馬
河
大
助
渡
弘
さ
四
間
'
深
壱
尺
'
同
'

脇
道

一
､
弘
前
よ
り
小
沢
村
迄
十
九
町
五
拾
間
'
小
沢
よ
り
久
度
寺
坂
本
村
迄
十
七
町
廿

間
､
是
よ
り
先
山
､

脇
道

(

偉

ケ

平

)

一
'
弘
前
よ
り
原

か

た

い

迄
壱
里
､
是
よ
り
先
山
､

脇
道

一
､
取
上
村
よ
り
清
水
森
村
ま
で
八
町
五
十
間
､
清
水
森
よ
り
大
和
沢
村
迄
廿
七
町

五
十
間
､
是
よ
り
先
山
､

此
内
河
弐
ツ

門
家
用
弘
さ
七
間
､
深
さ
七
寸
､
歩
渡
り
､

同
川
大
和
沢
渡
弘
七
間
､
深
さ
壱
尺
､
同
､

小
道清

水
森
村
よ
り
大
沢
村
ま
で
拾
壱
町
､

脇
道
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一
､
石
川
大
道
よ
り
金
ヶ
崎
村
迄
五
町
拾
間
､
金
ヶ
崎
よ
り
森
山
村
迄
四
町
拾
弐
間
､

森
山
よ
り
三
日
内
村
ま
で
九
町
八
間
､
三
日
内
よ
り
苦
木
村
迄
十
町
拾
六
間
是
迄

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

是
迄
牛
馬
通
､
是
よ
り
末

ハ
人
馬
不
通
､
大
難
所
､
但
従
他
領
も
人
か
た
し
､

此
内
河
三
ツ

平
賀
川
弘
さ
十
七
間
'
深
さ
弐
尺
､
歩
渡
り
､

三
日
内
河
枝
川
弘
九
間
､
深
壱
尺
五
寸
､
同
､

同
川
居
士
渡
弘
さ
七
間
､
深

一
尺
五
寸
､
同

脇
道

二

大
鰐
剣
か
鼻
よ
り
虹
貝
村
ま
で
半
里
､
虹
貝
よ
り
早
瀬
野
村
迄

一
里
十
町
､
早

瀬
野
よ
り
金
山
鳥
井
野
杉
ま
で
三
里
拾
三
町
'
但
大
鰐
よ
り
鳥
井
野
杉
迄
牛
馬
通
､

是
よ
り
先
秋
田
領
境
山
迄
難
所
､
人
牛
馬
不
通
､
従
他
領
も
人
か
た
し
､

此
内
川
八
ツ

平
賀
川
虹
貝
渡
弘
廿
三
間
､
深
三
尺
五
寸
､
歩
渡
､

虹
貝
川
枝
河

一
渡

弘
十
間
､
深

一
尺
玉
寸
､
同
､

同
河
蛇
石
渡

弘
十
五
間
､
深
さ

一
尺
五
寸
､
同
'

同
川
永
渡
弘
さ
拾
間
､
深
さ

一
尺
玉
寸
､
同
､

同
川
穴
渡
弘
さ
拾
弐
間
､
深
さ

一
尺
六
寸
､
同
､

同
河
大
滝
渡
弘
さ
拾
弐
間
､
深

一
尺
七
寸
'
同
､

同
川
岩
屋
渡
弘
さ
七
間
､
深
壱
尺
､
同
､

同
川
平
地
子
渡
弘
さ
八
間
､
深
壱
尺
､
同
､

鼻
摺
坂
下
り
三
拾
間
'

脇
道

(
苦

木

)

一
､
大
鰐
よ
り
に

か

木

村
ま
で
廿
八
町

此
内
川

一
ツ

平
賀
川
長
峯
渡
弘
什
六
間
､
深
弐
尺
五
寸
､
歩
渡
､

脇
道

(
古

懸

)

一
､
唐
牛
大
道
よ
り
小

掛

村
迄
拾
三
町

脇
道

一
､
大
鰐
剣
ケ
鼻
大
道
よ
り
乳
井
村
ま
で

里
､
乳
井
よ
り
大
光
寺
村
ま
で

一
里
､

二∴
ュ

大
光
寺
よ
り
高
木
村
村
迄

一
里
'
高
木
よ
り
黒
石
村
迄
壱
里
､

迄

一
里
'
高
舘
よ
り
波
岡
村
ま
で
弐
拾
壱
町
'
大
道

へ
出
ル
､
黒
石
よ
り
高
舘
村

坂
六
ツ

細
越
坂
上
り
九
十
九
間
､
下
り
七
拾
間
､

大
滝
小
坂
上
り
弐
拾
間
､

開
合
ノ
小
坂
上
り
拾
八
間
､
下
り
拾
弐
間
､

遊

つ
り
は
坂
上
り
什
弐
間
'
下
り
廿
五
間
､

馬
立
場
ノ
小
坂
上
り
拾
八
間
､

此
内
川
弐
ツ

黒
石
川
弘
廿
三
間
､
深
壱
尺
五
寸
､
歩
渡
､

十
川
弘
さ
三
間
､
深
さ
八
寸
､
歩
渡
り
'

小
道吹

上
村
よ
り
唐
竹
村
迄
廿
六
町
'
是
よ
り
先
山
､

小
道沖

舘
村
よ
り
新
館
村
迄
四
町
､
新
館
よ
り
大
光
寺
村
迄
廿
七
町
五
拾
間
､
東
根

道

へ
出
ル
､

小
道高

木
村
よ
り
田
中
村
迄
廿
五
町
三
間
'
田
中
よ
り
荒
屋
村
迄
七
町
拾
間
､
荒
屋

よ
り
広
舟
村
迄
半
里
､
広
舟
よ
り
温
湯
村
迄

一
里
半
､
温
湯
よ
り
山
形
村
迄
五

町
､

此
内
河

一
ツ

黒
石
川
弘
さ
廿

一
間
'
深
さ
二
尺
三
寸
､
歩
渡
'

脇
道
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一
､
石
川
よ
り
岩
館
村
迄
五
町
､
岩
館
よ
り
柏
木
村
迄
半
里
'
東
根
道

へ
出
ル
､

小
道岩

館
よ
り
舘
田
村
ま
で
半
里
､
舘
田
よ
り
野
添
村
迄
廿
八
町
､
野
添
よ
り
日
沼

迄
八
町
､

小
道舘

田
よ
り
門
家
相
ま
で
拾
三
町
四
拾
間
､
大
道

へ
出
ル
'

此
内
川
弐
ツ

平
賀
川
弘
さ
肝
玉
間
､
深
さ
弐
尺
､
歩
渡
'

門
家
用
弘
さ
七
間
､
深
さ
八
寸
､
同
､

脇
道

二

門
家
よ
り
福
村
迄
半
里

脇
道

一
､
取
上
よ
り
境
関
村
迄
三
拾
壱
町

脇
道

一
､
和
徳
よ
り
境
関
村
迄
半
里
､
境
関
よ
り
日
沼
村
迄
四
町
､
日
沼
よ
り
猿
賀
村
迄

廿
五
町
､
猿
賀
よ
り
中
佐
渡
村
迄
弐
町
什
間
'

此
内
川
壱
ツ

平
賀
川
境
関
渡
弘
什
五
間
､
深
弐
尺
五
寸
､
舟
渡
り
､

小
道日

沼
よ
り
田
舎
館
村
迄
廿
五
町
､
田
舎
館
よ
り
高
日
村
迄
弐
拾
町
､
高
田
よ
り

(
追
子

野

)

(
退

子

野
)

を

つ

こ

の

木
村
迄
十
町
什
間
t
を

つ

こ

の

木
よ
り
浅
瀬
石
村
迄
拾
弐
町
五
間
'

浅
瀬
石
よ
り
石
名
坂
村
迄
弐
拾
壱
町
､
石
名
坂
よ
り
山
形
村
迄
弐
拾
町
五
拾
間
'

山
形
よ
り
不
動
舘
村
迄
廿
八
町
弐
間
､
是
よ
り
先
山
､

此
内
河

一
ツ

黒
石
川
金
田
渡
弘
廿

一
間
'
深
さ
弐
尺
五
寸
､
歩
渡
､
高
石
､

脇
道

一
､
藤
崎
よ
り
川
辺
村
ま
で
十
六
町
'
川
辺
よ
り
堂
野
前
村
迄
廿
町
､
堂
野
前
よ
り

黒
石
村
迄
拾
八
町
五
十
間
､
東
根
道

へ
出
ル
'

脇
道

1
'
水
木
よ
り
目
内
沢
田
村
ま
で

l
里
､
目
内
沢
田
よ
り
本
郷
村
迄
十
五
町
､
東
樵

道

へ
出
ル
､

此
内
川
壱
ツ

十
川
之
上
弘
さ
三
間
､
深
さ
壱
尺
五
寸
､
歩
渡
､

小
道川

辺
よ
り
徳
下
村
ま
で

一
里

小
道目

内
沢
田
よ
り
黒
石
村
迄
拾
五
町
､
東
根
道

へ
出
ル
､

小
道吉

田
村
よ
り
藍
沢
村
迄

一
里
'
是
よ
り
先
山
､

比
内
河
壱
ツ

波
岡
川
枝
川
弘
さ
弐
間
'
深
さ
五
寸
､
歩
渡
､

脇
道

一
㌧
波
岡
よ
り
高
田
村
迄
三
里
､
皆
野
山

56

坂
三
ツ

か
る
ひ
坂
上
り
百
弐
十
間
､

坂
壱
ツ

が
む
し
坂
上
り
壱
町
､
下
り
四
拾
間
､

高
陣
場
坂
上
り
百
廿
八
間
､

大
豆
坂
上
り
三
百
七
十
八
間
､

脇
道

一
､
高
田
よ
り
荒
川
村
ま
で
十
町
､
荒
川
よ
り
三
内
村
ま
て
壱
里
､
三
内
よ
り
新
城

村
迄
半
里
'
大
道

へ
出
ル
､

小
道



荒
川
よ
り
浜
館
田
村
迄
壱
里
､
浜
館
田
よ
り
青
森
村
ま
で
廿
五
町
､
大
道

へ
出

レ
､
ノ

小
道荒

川
よ
り
横
内
村
ま
で
半
里
､
横
内
よ
り
的
龍
村
迄
壱
里
､
駒
龍
よ
り
造
り
道

村
ま
で
弐
拾
壱
町
､
大
道

へ
出
ル
､

此
内
川
弐
ツ

堤
川
明
剣
堂
渡
弘
十
五
間
､
深
さ

一
尺
九
寸
'
歩
渡
､

駒
龍
め
川
枝
川
弘
さ
七
間
'
深
さ
壱
尺
'
同
､

小
道駒
龍
よ
り
田
屋
敷
村
迄
拾
五
町
八
開
'
田
屋
敷
よ
り
堤
村
迄
拾
三
町
九
間
､
大

道
筋

へ
出
ル
'

脇
道

一
､
油
川
よ
り
蓬
田
村
迄
四
里
半

此
内
川
三
ツ

油
河
弘
さ
拾

一
間
'
深
さ
弐
尺
､
歩
渡
り
､

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
ー
/
/
/
/
/

内
裏
辺
河
弘
さ
七
間
､
深
さ
四
尺
､
橋
有
'

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
ー
/
/

′
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
′
/
/

後
形
河
弘
さ
四
間
半
､
深
壱
尺
九
寸
､
橋
有
､

脇
道

一
㌧
原
別
よ
り
宮
田
村
迄
半
里
､
宮
田
よ
り
瀧
沢
村
迄
半
里
､
是
よ
り
先
南
部
領
境

山
迄
難
所
､
牛
馬
不
通
､
従
他
領
も
難
入
'

此
内
河
壱
ツ

野
内
河
弘
さ
廿
壱
間
､
深
壱
尺
玉
寸
､
歩
渡
'

脇
道

一
､
浅
虫
よ
り
茂
浦
村
迄

一
里
'
皆
山
坂
､
茂
浦
よ
り
田
沢
村
ま
で
三
里
､
田
沢
よ

り
小
湊
村
迄
三
里
､
皆
山
坂
､
但
大
道

へ
出
ル
､

此
内
河
壱
ツ

小
湊
河
沼
舘
渡

弘

九
間
､
深
さ
壱
尺
五
寸
､
歩
渡
り
'

坂
七
ツ

茂
浦
山
越
上
り
三
百
九
拾
間
'
下
弐
百
八
十
間
､

小
猪
尾
山
越
上
り
弐
百
四
十
間
､
下
り
弐
百
四
十
五
間
'

大
猪
尾
山
越
上
り
百
廿
弐
間
'
下
り
百
五
拾
四
間
'

九
字
山
越
上
り
参
十
間
､
下
り
廿
壱
間
'

同
九
字
越
上
り
弐
拾
五
間
､

鎧
山
越
上
り
百
九
拾
七
間
へ
下
り
弐
百
什
七
間
､

舘
石
山
越
上
り
廿
七
間
､
下
り
弐
拾
五
間
'

脇
道

一
㌧
小
湊
よ
り
童
子
村
迄

一
里
拾
五
町
､
是
よ
り
先

ハ
山

此
内
川
壱
ツ

童
子
川
弘
さ
四
間
､
深
さ
七
寸
'
歩
渡
り
'

脇
道

(T･
:,)

一
､
小
湊
よ
り
平
賀
村
迄
廿
五
町
､
是
よ
り
先

ハ
山

此
内
河
壱
ツ

小
湊
川
上
之
渡
弘
八
間
'
深
壱
尺
三
寸
'
歩
渡
､

脇
道

一
㌧
山
口
よ
り
荒
内
村
ま
で
拾
五
町
十
五
間
､
是
よ
り
先

ハ
山
'

此
内
河

一
ツ

小
湊
川
小
豆
沢
渡
弘
さ
七
間
､
深
壱
尺
､
歩
渡
'

脇
道

一
㌧
口
広
沢
よ
り
堀
指
村
迄
七
町
､
是
よ
り
先

ハ
山

脇
道

一
､
藤
崎
よ
り
俵
舛
村
迄
廿
三
町
､
俵
舛
よ
り
夕
顔
関
村
迄
壱
里
'
夕
顔
関
よ
り
原
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′
ー
/
ー
ー
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
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/
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′
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/
ー
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/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
ー
/
/
/
/

子
村
ま
で
壱
里
拾
三
町
'

此
内
河
壱
ツ

十
川
弘
さ
八
間
､
深
さ
三
尺
五
寸
､
橋
有
'

/
/
/
/
/

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
ー
/
/
/

/
/
/
/
/

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

脇
道
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一
､
藤
崎
よ
り
林
崎
村
迄
六
町
廿
間
､
林
崎
よ
り
横
沢

※

へ
本
来
続
く

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
ー
/
/
/

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
′
/
/
/

脇
道

一
､
油
川
よ
り
蓬
田
村
迄
四
里
半

此
内
川
三
ツ

油
河
弘
さ
拾
壱
間
'
深
弐
尺
､
歩
渡
､

内
真
辺
川
弘
七
間
､
深
さ
四
尺
､
橋
有
､

後
形
川
弘
四
間
半
､
深

一
尺
九
寸
'
橋
有
､

脇
道

一
､
蓬
田
よ
り
野
田
村
迄
弐
里
半

此
内
川
弐
ツ

中
師
川
弘
三
十
弐
間
､
深
さ
三
尺
､
舟
渡
､

野
田
川
弘
弐
間
､
深
さ
九
寸
､
歩
渡
､

脇
道

一
'
野
田
よ
り
今
別
村
迄
五
リ

此
内
川
弐
ツ

よ
ま
な
い
川

弘

五
間

､

深
八
寸
､
歩
渡
'

今
別
川
弘
九
間
半
､
深
四
尺
五
寸
､
橋
有

か
は
し
り
山
越
上
り
上
り
弐
百
聞
､
下
百
八
十
間
'

鎧
島
山
越
上
り
弐
百
八
十
六
間
､
下
り
弐
百
五
十
間
'

た

つ
ひ
崎
山
越
上
百
五
十
間
､
下
り
三
百
間
､

脇
道

(俵
)

(依
)

二

藤
崎
よ
り

表

舛

村
迄
廿
三
町
､
表

舛

よ
り
夕
顔
関
村
迄
壱
里
､
夕
顔
関
よ
り

原
子
村
迄
壱
里
拾
三
町
､

此
内
川

一
ツ

十
川
弘
さ
八
間
､
深
さ
三
尺
五
寸
'
橋
有
'

脇
道

一
､
藤
崎
よ
り
林
崎
村
迄
六
町
廿
間
､
横
林
崎
よ
り
横
沢
村
迄
八
町
四
十
間
'
横
沢

よ
り
瀬
良
沢
村
迄
壱
り
半
､
瀬
良
沢
よ
り
十
川
橋
迄
十
五
町
､

坂
三
ツ

赤
根
沢
坂
上
り
百
廿
間
､
下
り
九
十
九
間
'

(
果
cr
)

ほ

ろ

つ

き

坂
上
り
七
十
三
間
､
下
り
六
十
二
間
､

大
泊
坂
上
り
六
十

一
間
､
下
り
七
十
五
間
､

脇
道

(
稚

飛

)

(
三

庶

)

一
､
今
別
よ
り
た

つ

ひ

崎
迄
三
里
半
､
是
よ
り
先
小
泊

へ
出
ル
､
但
み

ま

や

迄
牛
馬

通
､
み
ま
や
よ
り
小
泊
迄
難
所
､
牛
馬
不
通
､

此
内
川

一
ツ

さ
ん
用
師
川

弘
三
間
､
深
さ

一
尺
､
歩
渡
り
､

坂
五
ツ

う
で
つ
山
越
上
り
六
十
間
､
下
り
五
十
間
､

鐸
泊
山
越
上
り
九
十
八
間
'
下
百
三
間
､

※

村
迄
八
長
四
拾
間
､
横
沢
よ
り
瀬
良
沢
村
迄
壱
里
半
へ
瀬
良
沢
よ
り
十
川
橋
迄

/
/
/
/
/
/
/

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

/
/
/
/
/
/
/
/
/
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/
/
/
/
/
/

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

/
/
/
/
/
/
/
/
/

十
五
町
'

脇
道

一
､
藤
崎
よ
り
板
屋
野
木
村
迄
什
四
町
､
板
屋
野
木
よ
り
三
千
石
村
迄
七
町
､
三
千

(
胡
挑
)

石
よ
り
く

る

み

舘
村
迄
弐
拾
五
町
､

小
道

(

掛

落

林

)

板
屋
野
木
よ
り
く

は

ら

の

林

迄
十
町
廿
間
'

小
道本

柏
木
よ
り
十
川
橋
迄
拾
六
町
弐
間
､

脇
道

一
､
本
下
十
川
よ
り
吉
野
田
村
迄
廿
九
町
五
間
､
吉
野
田
よ
り
原
子
村
迄
壱
里
半
､

原
子
よ
り
神
山
村
迄
壱
里
､
神
山
よ
り
飯
詰
村
迄
壱
里
七
町
､
飯
詰
よ
り
金
木
秤
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迄
弐
里
半
'
金
木
よ
り
中
里
村
迄
弐
里
､
中
里
よ
り
薄
市
村
ま
て
壱
里
､
薄
市
よ

り
大
田
村
迄
壱
里
弐
拾
五
町
､
此
間
難
所
'
皆
山
坂
､
大
田
よ
り
相
内
村
迄
壱
里
､

相
内
よ
り
磯
辺
之
路

へ
出
ル
半
里
､

此
内
河

一
ツ

波
岡
川
下
白
金
渡
弘
四
間
､
深
さ
弐
尺
五
寸
'
歩
渡
り
､

小
道神

山
よ
り
七
ツ
館
村
迄
廿
八
町
七
間
､

小
道神

山
よ
り
新
里
村
迄
廿
町
､

小
道兼

山
よ
り
五
所
川
原
村
迄
壱
里
､

小
道飯
詰
よ
り
孤
鼻
村
迄
六
町
三
間
'

小
道飯
詰
よ
り
沖
飯
詰
村
迄
廿
町
､

小
道

(
碁

頼

)

飯
詰
よ
り
中
柏
木
村
迄
壱
里
､
中
柏
木
よ
り
加

勢

村
迄
壱
里
拾
五
町
'

小
道喜

良
市
村
道
よ
り
小
多
川
村
迄
五
町
､

小
道金
木
村
よ
り
蒔
田
村
迄
七
町
什
間
､

小
道中

里
よ
り
新
田
八
幡
村
迄
拾
三
町
廿
間
'

小
道

中
里
よ
り
宮
野
沢
村
迄
拾
弐
町
九
間

磯
辺
路

一
､
境
堂
よ
り
大
間
越
迄
弐
里
､
牛
馬
不
通
､
難
所

此
内
河
弐
ツ

払
川
弘
さ
壱
間
､
深
さ
七
寸
'

伊
良
河
弘
さ
四
間
､
深
さ
弐
尺
､

一
､
大
間
越
よ
り
岩
崎
迄
三
里
拾
七
町

此
内
川
四
ツ

津
梅
川
弘
さ
拾
四
間
､
深
さ
壱
尺
五
寸
､

白
神
川
弘
さ
四
間
'
深
さ
壱
尺
五
寸
､

黒
崎
川
弘
さ
拾
弐
間
､
深
さ
五
寸
､

佐
々
内
川
弘
さ
拾
七
間
､
深
さ
壱
尺
五
寸
､

一
､
岩
崎
よ
り
月
屋
迄
弐
里
半
'
牛
馬
不
通
､
難
所

此
内
川

一
ツ

月
屋
川
弘
さ
五
間
､
深
六
寸
､

一
､
月
屋
よ
り
深
浦
迄
壱
里
拾
五
町
､
牛
馬
不
通
､
難
所
､

此
内
河
壱
ツ

横
磯
川
弘
さ
三
間
'
深
さ
六
寸
､

二

深
浦
よ
り
広
戸
迄
壱
里
､
牛
馬
不
通
､
難
所

此
内
河
壱
ツ

深
浦
川
弘
さ
拾
壱
間
､
深
さ
弐
尺
､

一
､
広
戸
よ
り
追
良
瀬
迄
壱
里

此
内
川
弐
ツ

広
戸
川
弘
さ
壱
間
､
深
さ
弐
寸
､

追
良
瀬
河
弘
さ
什
四
間
､
深
さ
壱
尺
八
寸
､

一
､
追
良
瀬
よ
り
廃
木
迄
壱
里
､
牛
馬
不
通
'
難
所

一
､
廃
木
よ
り
金
井
ケ
沢
村
迄
三
里
半
､
牛
馬
不
通
､
難
所

此
内
河
壱
ツ

風
合
瀬
河
弘
さ
四
間
､
深
さ
五
寸
'
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一
､
金
井
ケ
沢
よ
り
鯵
ヶ
沢
迄
三
里
十
三
町

此
内
河
弐
ツ

大
童
子
川
弘
さ
八
開
'
深
さ
弐
尺
五
寸
'

赤
石
川
弘
さ
廿
間
､
深
さ
三
尺
五
寸
､

一
'
鯵
ヶ
沢
よ
り
十
三
湊
迄
五
里
半

此
内
河
壱
ツ

浮
田
川
弘
さ
六
間
､
深
さ
三
尺
五
寸
､

一
､
十
三
湊
よ
り
脇
本
迄
三
里

此
内
河

一
ツ

十
三
湊

口
弘
さ
七
拾
五
間
､
深
さ
四
尺
五
寸
'

一
､
脇
本
よ
り
小
泊
迄
三
里
半
､
牛
馬
不
通
､
難
所

一
､
小
泊
よ
り
た
つ
ひ
崎
迄
四
里
､
牛
馬
不
通
､
難
所
､
船

二
而
廻
ル

此
内
河

一
ツ

小
泊
河
弘
さ
六
間
､
深
さ
弐
尺
'

(
今
別
)

一
､
た
つ
ひ
崎
よ
り
今
辺
地
村
迄
三
里
半
'
牛
馬
不
通
､
難
所

此
内
河

一
ツ

算
用
師
川
弘
さ
三
間
､
深
さ

一
尺
､

一
㌧
今
辺
地
よ
り
野
田
迄
六
里
､
牛
馬
不
通
､
難
所

比
内
河
ニ
ッ

今
辺
地
河
弘
さ
九
間
半
､
深
さ
四
尺
五
寸
､

よ
ま
な
い
川
弘
さ
五
間
､
深
さ
八
寸
'

一
､
野
田
よ
り
蓬
田
村
迄
弐
里
半

此
内
河
二
ツ

野
田
川
弘
さ
弐
間
､
深
さ
九
寸
､

中
師
河
弘
さ
廿
弐
間
'
深
さ
六
尺
､

一
､
蓬
田
よ
り
油
河
迄
四
里
半

此
内
河
三
ツ

後
形
川
弘
さ
四
間
半
'
深
さ

一
尺
九
寸
､

内
裏
辺
河
弘
さ
七
間
､
深
さ
四
尺
､

油
川
弘
さ
十
壱
間
'
深
さ
弐
尺
､

一
､
油
川
よ
り
野
内
迄
弐
里
廿
七
町

此
内
河
三
ツ

新
城
川
新
田
渡
弘
さ
九
間
､
深
さ
五
尺
､

堤
川
弘
さ
五
十
六
間
､
深
さ
三
尺
､

野
内
川
弘
さ
廿
六
間
､
深
さ
壱
尺
五
寸
'

一
､
野
内
よ
り
浅
虫
迄
弐
里
､
牛
馬
不
通
､
難
所

此
内
河

一
ツ

竜
之
口
河
弘
さ
五
間
'
深
さ
三
尺
､

二

浅
虫
よ
り
茂
浦
迄

一
里
半
､
牛
馬
不
通
､
難
所

一
㌧
茂
浦
よ
り
田
沢
迄
五
里
半
､
牛
馬
不
通
､
難
所

一
､
田
沢
よ
り
小
湊
川
口
迄
弐
里

一
､
小
湊
川
口
よ
り
狩
場
沢
南
部
境
弐
本
ま
だ
境
川
迄
三
里
半

此
内
川
弐
ツ

小
湊
川
沼
舘
渡
弘
さ
九
間
､
深
壱
尺
五
寸
､

堀
指
川
弘
さ
拾
壱
間
､
深
さ
壱
尺
五
寸
､

磯
辺
路
〆
六
拾
八
里
半
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船
路
之
範

秋
田
境

一
､
大
間
越
板
貝
之
間

い
た
か
い
よ
り
七
里

一
､
炉
作
し
崎
之
間

小
船
弐
般
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